
１３ 　 【第三種郵便物認可】 ２０２０年　（令和２年）　９月３日　（木曜日）

　
精
肉
・
総
菜
店
の
柿
安
本
店
は
、

本
社
の
縮
小
や
店
舗
の
閉
鎖
に
着

手
す
る
。
経
営
改
善
の
た
め
に
固

定
費
を
削
減
す
る
た
め
だ
。
一
方

で
需
要
が
伸
び
る
中
食
向
け
の
レ

ト
ル
ト
商
品
を
拡
充
す
る
。
２
０

２
１
年
２
月
期
ま
で
に
、
赤
塚
保

正
社
長
は
「
損
益
分
岐
点
を
現
在

の

％
か
ら

％
に
引
き
下
げ

る
」
と
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
客
足
が
鈍
い
中
で

収
益
の
確
保
を
目
指
す
。

　
年
内
に
も
東
京
都
内
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
に
入
居
す
る
本
社
の
面
積

を
３
分
の
２
に
縮
小
す
る
。
１
２

０
人
い
る
社
員
の
半
数
が
在
宅
勤

務
の
た
め
「
仕
事
を
す
る
の
に
従

来
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
」
（
赤
塚

社
長
）
と
判
断
し
た
。
家
賃
負
担

を
従
来
の
７
割
に
抑
え
る
。

　
社
員
の
出
張
費
用
も
抑
え
る
。

三
重
県
桑
名
市
と
都
内
に
本
社
機

能
が
あ
り
、
往
来
頻
度
を
従
来
の

３
分
の
１
に
す
る
。
リ
モ
ー
ト
会

議
用
の
カ
メ
ラ
な
ど
を
導
入
し
、

年
間
１
億
円
ほ
ど
の
費
用
削
減
に

つ
な
げ
る
。

　

年
２
月
末
ま
で
に
レ
ス
ト
ラ

ン
や
総
菜
店
、
和
菓
子
店
の

店

舗
を
閉
鎖
す
る
方
針
だ
。
店
舗
の

多
く
は
百
貨
店
な
ど
の
商
業
施
設

内
に
入
居
す
る
。
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
で
、
施
設
側
の
都
合
で
営
業

が
左
右
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

お
り
「
商
業
施
設
に
依
存
し
な
い

態
勢
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
」（
赤

塚
社
長
）
に
な
っ
て
い
る
。

　
主
力
の
精
肉
事
業
の
７
月
の
既

存
店
売
上
高
は
前
年
同
月
比
２
％

増
だ
っ
た
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
総

菜
店
な
ど
は
前
年
割
れ
が
続
く
。

不
採
算
店
の
閉
鎖
を
通
じ
て
収
益

力
の
改
善
に
つ
な
げ
る
。

　
経
費
削
減
の
一
方
で
、
コ
ロ
ナ

後
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル（
新
常
態
）

に
あ
わ
せ
た
店
づ
く
り
や
事
業
展

開
に
積
極
的
に
投
資
す
る
。
感
染

予
防
策
の
一
環
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
の
店
舗
の
入
り
口
に
自
動
の

検
温
装
置
を
設
け
る
。
装
置
の
カ

メ
ラ
に
顔
を
か
ざ
す
と
数
秒
で
検

温
す
る
。
手
を
か
ざ
す
と
ア
ル
コ

ー
ル
を
自
動
で
噴
射
す
る
装
置
も

導
入
す
る
。

　
赤
塚
社
長
は
コ
ロ
ナ
禍
で
「
客

が
お
い
し
さ
だ
け
で
店
を
選
ぶ
時

代
は
終
わ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

感
染
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
む

姿
勢
を
見
せ
て
安
全
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
集
客
に
つ
な
げ
る
。

　
利
益
拡
大
の
た
め
に
は
、
外
出

自
粛
の
影
響
で
伸
び
る
巣
ご
も
り

消
費
を
取
り
込
む
。
中
食
・
内
食

向
け
の
レ
ト
ル
ト
商
品
を

〜

種
類
開
発
す
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
事

業
で
培
っ
た
調
理
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
ギ
ョ
ー
ザ
や
カ
レ
ー
な
ど

を
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
販
売

す
る
。
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
の
外

販
事
業
の
売
り
上
げ
は
全
体
の
１

割
に
も
満
た
な
い
が
利
益
率
は

％
と
他
の
事
業
に
比
べ
て
高
い
た

め
、
成
長
さ
せ
る
。

　
柿
安
本
店
は
、
精
肉
か
ら
レ
ス

ト
ラ
ン
、
デ
パ
地
下
店
舗
な
ど
外

食
関
連
事
業
を
多
岐
に
展
開
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
幅
広
く
受
け

て
い
る
。
新
常
態
に
合
わ
せ
た
店

舗
や
商
品
の
開
発
が
喫
緊
の
課
題

だ
。

年
の
創
業
１
５
０
年
に
向

け
「
も
う
一
度
創
業
す
る
気
持
ち

で
経
営
に
取
り
組
む
」
（
赤
塚
社

長
）
と
す
る
。

（
井
上
航
介
）

「
商
業
施
設
に
依
存
し
な
い
態
勢
」へ

　
赤
塚
　
保
正
社
長

野
村
不
、都
内
で
農
地
貸
し
出
し

た
。
東
急
大
井
町
線
「
上
野
毛
」

駅
か
ら
徒
歩
９
分
の
立
地
。
２
０

０
区
画
程
度
の
予
定
で
、
価
格
は

１
区
画
３
・
６
平
方
㍍
で
月
額
税

別
５
０
０
０
円
で
提
供
す
る
。

年
３
月
ま
で
は
同
税
別
２
０
０
０

円
で
貸
し
出
す
。
契
約
期
間
は
半

年
で
、
延
長
の
場
合
も
半
年
ご
と

に
更
新
す
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初
は
野
村
不

動
産
グ
ル
ー
プ
で
取
引
経
験
の
あ

る
会
員
の
み
が
対
象
。
２
０
２
１

年
度
以
降
は
一
般
の
顧
客
に
も
貸

し
出
し
を
検
討
す
る
。
Ｊ
Ａ
世
田

谷
目
黒
が
農
具
を
貸
し
出
す
ほ

か
、種
や
苗
、肥
料
を
提
供
す
る
。

Ｊ
Ａ
が
依
頼
す
る
栽
培
指
導
員
に

よ
る
講
習
会
も
実
施
す
る
。

　
Ｊ
Ａ
世
田
谷
目
黒
と
の
業
務
提

携
期
間
は
３
年
間
を
予
定
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
実
験
期
間
と
い
う
位
置

づ
け
で
、
他
の
Ｊ
Ａ
と
の
提
携
や

他
地
域
で
の
展
開
は
未
定
。
Ｊ
Ａ

世
田
谷
目
黒
か
ら
農
地
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
サ
ー

ビ
ス
を
開
発
し
た
。

　
野
村
不
動
産
は
家
庭
菜
園
向
け

に
農
地
を
月
額
制
で
貸
し
出
す
サ

ー
ビ
ス
を

月
か
ら
都
内
で
始
め

る
。
Ｊ
Ａ
世
田
谷
目
黒
（
東
京
・

世
田
谷
）
と
業
務
提
携
し
、
Ｊ
Ａ

組
合
員
が
所
有
す
る
農
地
の
一
部

を
貸
し
出
す
。
農
業
従
事
者
の
減

少
や
高
齢
化
で
運
営
が
難
し
く
な

っ
た
農
地
を
有
効
に
活
用
す
る
の

が
狙
い
。
農
地
の
貸
し
出
し
サ
ー

ビ
ス
は
初
め
て
。

　
東
京
都
世
田
谷
区
中
町
の
２
０

０
０
平
方
㍍
超
の
農
地
を
用
意
し

大
人
用
バ
ッ
グ
販
売
　

欧
州
進
出

　
【
神
戸
】
ラ
ン
ド
セ
ル
製
造
販

売
の
セ
イ
バ
ン
（
兵
庫
県
た
つ
の

市
）
が
欧
州
で
大
人
向
け
バ
ッ
グ

の
販
売
に
乗
り
出
し
た
。
ま
ず
ド

イ
ツ
で
ラ
ン
ド
セ
ル
の
製
造
技
術

を
生
か
し
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク

写

真

の
販
売
を
始
め
た
。
同
社
は

ア
ジ
ア
で
ラ
ン
ド
セ
ル
の
販
売
を

手
掛
け
て
い
る
が
、
欧
州
へ
の
進

出
と
大
人
向
け
製
品
の
展
開
は
初

め
て
の
試
み
。
国
内
で
少
子
化
が

進
む
な
か
で
新
た
な
収
益
源
を
育

て
る
。

　
大
人
向
け
バ
ッ
グ
の
海
外
ブ
ラ

ン
ド「
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ａ（
シ
コ
バ
）」

を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
ま
ず
ド
イ

ツ
で
２
種
類
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
販
売
を
始
め
た
。

価
格
は
税
・
送
料
込
み
で
３
９
９

（
約
５
万
円
）
な
ど
。
製
品
は

た
つ
の
市
の
工
場
で
製
造
・
輸
出

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
は
現
地
の

協
力
企
業
に
委
託
す
る
。

　
ド
イ
ツ
で
実
績
を
積
ん
だ
上

で
、
今
後
２
〜
３
年
を
か
け
て
欧

州
で
販
売
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い

く
方
針
。
各
国
の
市
場
ニ
ー
ズ
を

探
り
な
が
ら
展
開
す
る
商
品
を
検

討
し
て
い
く
。
セ
イ
バ
ン
は
２
０

１
８
年
か
ら
中
国
や
韓
国
で
ラ
ン

ド
セ
ル
を
販
売
し
て
い
る
。

マカダミアナッツのミルク飲料
　キッコーマン飲料（東京・港）はマカダミアナッツ
を使った飲料「キッコーマン　マカダミアミルク」を
日に発売する。焼いてペースト状にしたマカダミア

ナッツを米油などと混ぜた。乳製品は不使用で植物性
ミルクとして需要を見込む。豆乳やアーモンドミルク
など植物性ミルクの市場が拡大しており、ラインアッ
プを拡充する。
　オーストラリア産のマカダミアナッツを ％使用
した。味は「オリジナル」と「砂糖不使用」の２種類。
オリジナルでは砂糖を加え、ナッツのクリーミーな味
を引き立てた。ビタミンＥは ．㍉㌘、食物繊維は
．㌘含む。砂糖不使用はすっきりした味に仕上げた。
ビタミンＥは ．㍉㌘、食物繊維は ．㌘配合。希望
小売価格は税別 円。

トロッコ車内でアンパンマン弁当販売
を す　 高 か ンる

パ
国

ン
四 四 ア】 国

マ
は【 松 一

ン
Ｒ 「

ト
日 ら 周Ｊ

弁 どす
ルジ の車内販売を

なわ
オリ

の せ運コ
ナ

ッ に
商品

行がロ 合る 、 当」

マンパ
る 周。

」 記
を

の 事 の一念
実 今

「迎
年す

る
施

列車 環業
年

ンえ アン
族客の 需

観、で
シー 家 の光 ズン む

皮
を

日ト 高 運の は
込

を
切

要 り
駅ロ 山駅ッコ の

。
松 の松 行回
取

今　 ―
に ―宇和 駅 は 島は 駅り ―

高
和

知駅 月５と
宇駅、 日

、 日
島山 、日 松

種
四

類 用
６ を

、し
間

周 ２ 予る 約
り 県

弁
に日

を
た ４ 一

す 意は
ま 国で わ

当。
る

を け

ン

受

デのの
付

売の

ンパ 列

販 み

ザイ
け

に 車 ン
。

ン をあマか アこ　 ほ
キアシ ンャ パ） 、 のンた 気 ラ

ク ー
マ

っ
ャ

タ のデ

ら
円Ｔ

し
（ と ンツ 人

販
今 ン

売
写 ルイ
す

ハ
（

た オし タ し
カ る

治 を
チ

ザ を
を

用
）

使ン た
円 。

キユーピー、ポテサラにＧＡＢＡ配合
　キユーピーはアミノ酸の一種「ＧＡＢＡ」を配合し
たポテトサラダを中旬から首都圏で販売する。ＧＡＢ
Ａの働きの中から血圧を低下させる機能をうたい、機
能性表示食品として発売する。 代以上の中高年層を
中心に健康志向の高い消費者のニーズに応える。首都
圏のスーパーマーケットなどで販売する。
　子会社のデリア食品（東京都調布市）と共同開発し
た。「カラダ想いメニュー　ポテトサラダ」の商品名
で、同社が売り出す。ＧＡＢＡを多く含むジャガイモ
に加え、キュウリ、ニンジン、ハム、タマネギを使用
した。口当たりが良くなめらかな食感に仕上げた。内
容量は ㌘、参考小売価格は税別 円。
　総菜コーナーでの販売を想定する。総菜コーナーで
機能性表示食品が扱われるのは珍しいという。

養
命
酒
の
シ
ョ
ウ
ガ
リ
キ
ュ
ー
ル

シ

に
ガ

は

ハ

や

ウ

加

え
た
リ

製

ブ

蜂

　
養

ー

造

命

シ

ウ

ト

ガ

酒

ラ

、

蜜
を

ョ

ー

）

写
真姜

が

ュ

」

を

キの

発ょ

お
酒
ル

し

う

生
「

（

売
し

燥

た

シ

。
乾

ョ
ウ

用

ガ

類
ョ

ガ

来

ョ

ウ

３
ウ 、

し

シ

シ

汁
シ

ウ

の

の
ガ

。
従

酒

に

、

種

を

蒸

ガ

ョ

使

た

タ

品
え

り

、

は

。

ま
ト

来

よ
り

層

口

に

ー

蜜

を

加

ろ

を
か

ゲ
ッ

従

当

商

た

蜂や

し
し

性
年

層

う

　

来

以

商
定

品
の

も

代

設

若

へ

の

い
女

訴

を
、狙

。

従
求

の

に

代

降

」ー

ル

は
リ

こ
％

酒

。

珀

し

「

を

く

ー
。

分

姜

琥
（

ュ

た
は

）

ニ

ア

ア

ル
コ

ル

生

。

は
ハ

種

の

ブ

配
ジ

ど

ブ

従

ー
ー

オ
し

来

ホ

）

花

な

類

ハ

を

椒（

ア

合
ャ

た

の

の

イ

い

シ

り

味

っ

、

ラ

ョ

強

味

と
香

ウ

り
を

な

今

は

だ

が

回

わ 香

付

ド

け

が
た

ガ

い

減
を

せ

ン

ら
す
な
ど

見
直
し

合

シ
。

　
従
来
商

ザ

配

品

、
サ

は

を

る

た

う

生
か

よ

に

み

〜

る
こ

ト

代

と

く
仕

も

ゲ

し

す

上

取

て

ッ

た

や

げ

で

を飲
タ

い

が
、

代

ー

見

。
望

０

売

り

２

る

を

み
希

㍉

顧

㍑

い

の

ん

小

入
り

、

込

は

０

価

大

込

　で

格
拡

客

。

、
７
０

入
税

３
０

円

円

０

が別

１

０

が

㍉

４

０

㍑

り

３

同

　
結
婚
式
場
や
ホ
テ
ル
な
ど
を

運
営
す
る
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
大
阪
市
、
他
力
野
淳
社

長
）
が
日
本
文
化
を
紡
ぐ
「
担

い
手
」
と
し
て
存
在
感
を
高
め

て
い
る
。
古
民
家
な
ど
歴
史
的

な
建
造
物
を
改
修
し
て
、
再
生

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
コ
ロ

ナ
禍
の
逆
風
の
中
で
も
、
全
国

か
ら
多
く
の
依
頼
が
舞
い
込

む
。
こ
の
ほ
ど
城
で
の
宿
泊
体

験
を
提
供
す
る
「
城
泊
」
の
運

営
に
も
乗
り
出
し
、
事
業
領
域

の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　
「
伊
予
の
小
京
都
」
と
も
呼

ば
れ
る
愛
媛
県
大
洲
市
。
点
在

す
る
古
民
家
な
ど
を
改
修
し
た

分
散
型
ホ
テ
ル
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ａ
　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
ニ
ッ

ポ
ニ
ア
ホ
テ
ル
）
　
大
洲
城
下

町
」
が
７
月
下
旬
に
営
業
を
始

め
た
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
や
ぐ
ら
な
ど
が

あ
る
大
洲
城
の
木
造
天
守
で
の

宿
泊
体
験
を
提
供
す
る「
城
泊
」

も
大
き
な
売
り
だ
。
１
泊
１
０

０
万
円
か
ら
と
い
う
価
格
だ
が

す
で
に
宿
泊
者
も
お
り
、
予
約

も
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
大
洲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

市
と
連
携
し
て
民
間
か
ら
主
導

す
る
の
が
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
だ
。
同
市
内
で
も
城
下
町

を
形
成
す
る
古
民
家
な
ど
の
取

り
壊
し
が
進
ん
で
い
た
。
日
本

全
体
に
共
通
す
る
課
題
だ
が
、

所
有
者
に
維
持
費
な
ど
で
大
き

な
負
担
を
強
い
た
り
、
税
金
で

補
塡
し
た
り
す
れ
ば
永
続
的
で

は
な
い
。

　
そ
こ
で
同
社
は
街
全
体
を
１

つ
の
ホ
テ
ル
、
点
在
す
る
歴
史

的
な
建
造
物
を
１
室
な
ど
と
捉

え
て
運
営
。
効
率
的
に
事
業
運

営
し
、
街
の
魅
力
を
高
め
て
観

光
需
要
を
呼
び
込
み
、
「
マ
ネ

タ
イ
ズ
」
す
る
の
が
同
社
の
得

意
と
す
る
事
業
モ
デ
ル
だ
。

　
「
文
化
財
と
し
て
価
値
が
あ

る
も
の
を
保
存
し
な
が
ら
活
用

す
る
」
。
他
力
野
氏
は
自
社
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
こ
う
強

調
す
る
。
民
間
企
業
と
し
て
収

益
性
を
追
い
か
け
よ
う
と
す
れ

ば
、
大
規
模
に
改
修
し
た
方
が

使
い
勝
手
は
よ
い
が
、
文
化
的

価
値
を
損
な
う
と
い
う
ト
レ
ー

ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
。

　
同
社
は
「
保
存
」
の
方
に
軸

足
を
置
く
。
極
力
、
建
物
に
は

手
を
加
え
ず
、
運
営
や
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
て
レ
ス
ト

ラ
ン
や
ホ
テ
ル
な
ど
と
し
て
再

生
、
そ
こ
か
ら
の
収
入
で
投
資

を
回
収
す
る
。
売
り
買
い
が
な

い
の
で
大
企
業
が
入
り
込
む
ほ

ど
の
う
ま
み
は
な
い
一
方
で
、

億
円
単
位
の
投
資
も
か
か
る
の

で
小
規
模
な
企
業
も
参
入
し
に

く
い
と
い
う
ニ
ッ
チ
（
隙
間
）

を
突
い
て
い
る
の
だ
。

　
た
だ
、
文
化
財
に
は
地
域
の

思
い
入
れ
も
強
く
、「
ヨ
ソ
者
」

へ
の
警
戒
感
も
あ
る
。
大
洲
の

場
合
で
は
市
と
連
携
し
て
住
民

説
明
会
や
観
光
・
ま
ち
づ
く
り

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開

催
。地
元
議
員
へ
の
説
明
な
ど
、

合
意
形
成
に
向
け
た
地
道
な
取

り
組
み
も
欠
か
さ
な
い
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
出
身
の
他
力
野

氏
は
２
０
０
５
年
に
同
社
を
設

立
し
た
。
長
崎
県
生
ま
れ
で
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月
９
日
が

誕
生
日
の
同
氏
は
、

歳
の
大

学
生
の
と
き
に
人
生
観
が
変
わ

る
経
験
を
す
る
。
阪
神
大
震
災

だ
。
原
爆
を
追
体
験
す
る
と
と

も
に
、
当
た
り
前
の
風
景
は
永

遠
で
は
な
い
と
気
づ
か
さ
れ

た
。
「
な
く
な
っ
て
は
困
る
も

の
を
残
し
た
い
」
。
起
業
を
決

意
し
た
他
力
野
氏
が
残
し
た
い

も
の
と
し
て
選
ん
だ
の
が
、
時

代
を
超
え
先
人
が
大
事
に
し
て

き
た
建
物
だ
っ
た
。

　
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
「
日
本

の
文
化
を
紡
ぐ
」
。
こ
の
思
い

に
共
感
し
、
仕
事
を
通
じ
て
人

生
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
価
値

観
を
持
つ
人
を
採
用
段
階
で
選

抜
。
月
１
回
は
運
営
す
る
施
設

を
閉
め
て
全
社
員
を
集
め
た
長

時
間
の
会
議
を
開
く
な
ど
、「
働

き
が
い
を
ど
れ
だ
け
高
め
ら
れ

る
か
を
重
視
し
て
い
る
」
（
他

力
野
氏
）
。
新
卒
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
（
就
業
体
験
）
先
の
人

気
企
業
に
な
っ
た
。

　
国
の
登
録
有
形
文
化
財
指
定

の「
鮒
鶴
京
都
鴨
川
リ
ゾ
ー
ト
」

（
京
都
市
）
、
平
安
神
宮
会
館

（
同
）
な
ど
運
営
す
る
施
設
は

関
西
を
中
心
に

カ
所
に
上

る
。
再
生
の
オ
フ
ァ
ー
は
引
き

も
切
ら
ず
、
「
毎
日
１
つ
以
上

は
き
て
い
る
」
と
他
力
野
氏
は

明
か
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
直
撃
を
受
け
、

年

月
期
の
売
上
高
は
前
期

比

％
減
の

億
円
程
度
を
見

込
む
。
た
だ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や

宿
泊
の
予
約
な
ど
は
前
年
を
上

回
っ
て
き
て
お
り
、
「
今
後
も

出
店
戦
略
は
変
え
な
い
」
と
他

力
野
氏
は
力
を
込
め
る
。
城
泊

だ
け
で
な
く
、
神
社
や
寺
を
宿

泊
と
す
る
「
寺
泊
」
な
ど
の
運

営
も
検
討
し
、
社
会
課
題
を
ビ

ジ
ネ
ス
で
解
決
し
て
い
く
考
え

だ
。

（
井
上
孝
之
）

大洲城での「城泊」は、よろい姿の入城体験
などで城主気分が味わえる（愛媛県大洲市）

バリューマネ、全国から依頼

歴
史
的
建
物
を
保
存
し
食・泊
体
験


